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2024年11月18日（月) 

調整的な円高と根強い円安をにらむ 

日米欧英の中銀動向、米決算と米日株など焦点 

今週の為替相場は調整的な円高と外貨安について、持続余地と根強い円安をに

らんだ展開が想定される。週間予想はドル/円が152.70－156.50円、ユーロ/円が

160.20－164.80円。前週は米大統領選と議会上下院選での全て共和党勝利や、米

FRB議長の利下げ慎重発言などで米国債金利の上昇（米債価格は下落）とドル高

が進む場面があった。一方で米大統領選後の米株高・米金利上昇の過熱調整や、

日銀の12月利上げ観測などで円高に振れている。今週は米日欧英の中銀政策動

向、米決算発表と米日株などが焦点になる。 

 
米経済指標、大統領選後は改善の指標も 
 
今週の為替相場で注目されるのは、日本の当局による円安阻止対応だ。前週に

かけてドル/円はドル高・円安が再加速され、7月以来の156円超え場面が見られ

ている。日本では石破内閣の支持率低迷と少数与党化による政権の苦境が続くな

か、一段の円安と輸入物価上昇発の物価高は、改めて国民や野党、メディア等か

らの政権批判を高めるリスクがある。 

当座の円安局面では、財務省や政権・与党幹部による円安牽制発言の強化が注

目されやすい。政策手段としては、円安阻止介入よりも、日銀の利上げが先行さ

れる可能性がある。日銀の植田和男総裁は18日に続いて21日に講演を予定してお

り、円安・物価高への警戒発言や、12月利上げを含めた今後の利上げ前向き姿勢

などが焦点になる。 

18日午前の植田氏講演では、「経済・物価見通しが実現していけば、政策金利

を引き上げ」と述べる一方、「毎回会合で経済・物価評価や見通しをアップデー

トし政策判断」、「米国を始め海外経済や市場動向などリスクを十分注視」、

「今後の労使交渉の展開、賃金の物価への波及に注目」といった慎重発言が見ら

れ、12月を含めた利上げへの踏み込み姿勢が抑制されていた。為替相場ではド

ル/円、クロス円で円が再下落、外貨が再上昇となる場面が見られている。 

今週以降、日本の当局による円安阻止対応や日銀の12月利上げに関して、市場

警戒ほどトーンが強まらなければ、短期的な利益確定やポジション調整を経なが

らも、ドル/円、カナダ・ドル/円、豪ドル/円、NZドル/円などで外貨の下限切り

上がりが支援されやすい。反対に要人発言や関連報道などを含めて、政策的な円

安阻止へのトーンが強まるとドル/円、クロス円で外貨の戻り売り（円は押し目

買い)地合いが強まっていく。 

今週の米国市場では、経済指標が相次ぐ。19日の住宅着工件数、21日の中古住

宅販売などについては、ハリケーン打撃や過去利上げの遅行打撃、雇用減速など

が重石となる。一方で「米大統領選後の最新指標」に関しては、21日の11月フィ

ラデルフィア連銀景況指数、週間の新規失業保険申請、22日の11月PMI、ミシガ

ン大消費者信頼感などについて、トランプ氏勝利による政策期待や、一旦の政治

不透明感の後退、米国株の上昇などがプラスに働く可能性がある。 

米FRBの金融政策については前週、パウエルFRB議長が「米経済は極めて良好

で、労働市場の状況は底堅い」、「利下げを急ぐ必要はない」といった見解を示
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した。米国の先物市場などによると、次回12月のFOMCで0.25％の利下げが行われ

る確率は、前週末時点で61％に低下している（13日までは80％）。 

今週以降、米国の指標やFRB幹部発言などにより、12月利下げの見送り観測が

一段と高まれば全般的なドル高が持続となる。ただし利下げ期待の後退は、トラ

ンプ・トレードの過熱警戒もあって、米国株の下落や日本株の連れ安を招く。ク

ロス円を中心として、リスク回避による円高・外貨安に作用する余地も無視でき

ない。その他の注目点は以下。 

＜米10年債金利、60週平均が上向き、定着の限りドル支援＞ 

為替相場のドル/円に影響を及ぼすのが、米国債金利の動向だ。前週は米大統

領選と議会上下院選での「全て共和党」勝利などで金利上昇が続いたあと、過熱

調整や米株下落などで金利が低下となっている（米債価格は下落から下げ渋

り）。 

米10年債金利は前週末15日の終値が4.44％に対し、週足テクニカルでは60週移

動平均線が4.24％、40週平均線が4.20％となっている。両ラインを上抜けてきた

ほか、両ラインのトレンド方向を示す方向角度は5月以来となる上向き化へと転

じてきた。過去実績として60週線と40週線の上抜けと上向き化が定着している限

り、ドル/円はドルの下限切り上がりやドル高のトレンドが支援されやすい。 

＜ドル/円とクロス円、6週線や13週線など焦点＞ 

為替相場の短中期トレンド判断で参考になるのが週足テクニカルだ。ドル/円

は11月18日アジア市場時点における週足テクニカルでの数値によると、6週移動

平均線を中央値としたボリンジャーバンドでは、6週線152.71円前後の上抜け維

持が焦点になっている。 

上下動を経ながらも同ラインを上抜け維持している限り、6週線などを下値メ

ドとしたドル高の基調が持続。週間の上値メドとしてはバンド上限156.16円やそ

の上の方向が視界に入っていく。反対に6週線を割り込んでいくと、改めて6週線

などを上値メドとしたドル戻り売りの地合いやドル安基調が意識される。 

クロス円取引は、通貨によってバラつきが見られている。ユーロ/円やポンド/

円、スイス・フラン/円はやや下落が目立ち、6週移動平均線などの「下抜け持

続」が焦点になっている。一方で豪ドル/円、NZドル/円、カナダ・ドル/円など

については、反落ながらも下落が抑制されており、13週移動平均線などの「上抜

け維持」を巡る攻防になっている。 

＜米決算発表と米日株の動向＞ 

米国株市場では今週20日、AI（人工知能）ブームを牽引してきた米半導体大手

エヌビディアが決算を発表する。米国株市場は米大統領選でのトランプ氏勝利前

後から大幅高となったあと、前週からは過熱警戒や米新政権での閣僚の「対中国

強硬派」登用などで下落となっている。今週もエヌビディア決算で過剰期待の後

退などとなり、米株の調整下落と日本株の連れ安、リスク回避によるドル/円、

クロス円での全般円高（外貨安）という展開が注視される。 

ただしハイテク株は米新政権での中国とのデジタル摩擦懸念などにより、11月
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ドル／円の週足；６週移動平均線を中央値のボリンジャーバンド

６週平均を上抜け維持の限り、バンド上限方向が週間の上値メド

６週平均方向が下値メド、５週平均を下抜けならバンド下限方向が下値メド

ドル／円 バンド上限＝156.16 6週平均＝152.71 バンド下限＝149.26

※６週平均の
上抜け維持焦点
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7日から先行下落となってきた。その分だけエヌビディア決算を材料に、短期的な

反発に移行する余地も残されている。 

＜欧英の中銀の政策とユーロ、ポンドの行方＞ 

前週までの為替相場では米大統領選でのトランプ氏勝利でドル高とユーロ安が

進み、同じ欧州通貨であるスイス・フランは連れ安になっている。背景としては

米国の保護主義化と欧州製品に対する関税強化の思惑、米国による中国封じ込め

の強化と、中国への経済・貿易依存度の高い欧州経済への打撃、米国によるウク

ライナ支援の縮小思惑と欧州の負担増や地政学リスクの懸念などにより、欧州通

貨安が後押しされている。 

中銀の金融政策でも米FRBは利下げペースの鈍化や合計利下げ幅の縮小観測が浮

上してきたのに対し、欧州のECBはFRBより速いペースでの利下げが見込まれ始め

ている。 

英国のポンドについても、トランプ氏勝利によるドル高のほか、英国経済の先

行き懸念や英国中銀の金融政策の不透明感などで、前週までに対ドルで大幅下落

となってきた。 

もっとも前週までにこうした材料を織り込む形で、ユーロ安、ポンド安、スイ

ス・フラン安とドル高が加速されてきた。トランプ氏勝利を受けた全般的なドル

高には過熱警戒感があり、今週以降は調整的なユーロ、ポンド、スイス・フラン

の反発、ドルの反落といった展開も焦点となる。 
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豪ドル／円とカナダ・ドル／円の週足；９週移動平均線を中央値のボリンジャーバンド

１３週平均を上抜け維持の限り、バンド上限方向が週間の上値メド

１３週平均方向が下値メド、１３週平均を下抜けならバンド上限方向が下値メド

豪ドル／円（左軸） バンド上限＝103.21 13週平均＝99.09 バンド下限＝94.96

加ドル／円（右軸） バンド上限＝112.08 13週平均＝107.93 バンド下限＝103.79

※１３週平均の
上抜け維持焦点
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